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快適で安心できる住宅に住み続けるために

耐震診断によって倒壊する可能性があると判定

された場合には、耐震改修を検討し、住まいを

丈夫にする改修計画を立て、次に、改修計画に

基づいて、地震に弱い部分を補強する工事を行

いましょう。

〈耐震改修工事を行い、住宅の弱点を克服〉

耐震改修では、耐震診断によって見つかった

弱点を補うように改修計画を立てることが効

率的です。例えば、地震に強い壁が少なければ多くする、筋かいの

端部に金物を設置する、柱と梁や土台との接合部を金物で補強する

劣化や腐朽をしていればそこを直すなどの補強方法・補修方法がある。

耐震診断や耐震改修等に補助が出る、お住まいの自治体にご相談くだ

さい。

リホームや断熱改修

と一緒に耐震改修を

行うことで、効率的

に工事をすることが

出来ます。

地震火災対策も

併せてお忘れなく

感震ブレーカーを設

置すれば、揺れを

感知し電源を遮断

します。
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